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持留小学校新校舎起工持留小学校新校舎起工式式及び及び
安全祈願祭が行なわれました　　安全祈願祭が行なわれました！！

　
老
朽
化
が
進
み
、
構
造
上
危
険
な

建
築
物
と
な
っ
て
い
た
持
留
小
学
校

校
舎
が
、
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

去
る
５
月
　
日
金
、
関
係
団
体
　
名

１１

８０

が
出
席
の
も
と
、
起
工
式
及
び
安
全

祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
改

築
さ
れ
る
校
舎
は
、
木
造
平
屋
建
一

部
２
階
建
の
延
べ
床
面
積
１
７
３

４
・
５
８
㎡
で
、
人
に
優
し
い
温
も

り
に
満
ち
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
有
教
室
等
の
内
訳
は
、
普
通
教

室
４
室
、
特
別
支
援
教
室
１
室
、
理

科
室
・
音
楽
室
・
図
書
室
な
ど
の
特

別
教
室
６
室
の
ほ
か
、
校
長
室
・
職

員
室
・
保
健
室
な
ど
で
す
。

　
工
事
は
本
年
５
月
か
ら
着
工
し
、

平
成
　
年
１
月
末
に
は
完
成
す
る
予

２０

定
で
す
。

　
町
で
は
持
留
小
学
校
改
築
の
基
本

方
針
と
し
て
、
３
つ
の
柱
を
立
て
ま

し
た
。
１
つ
目
は
、
児
童
生
徒
達
に

や
さ
し
さ
と
い
た
わ
り
を
与
え
、
心

や
す
ら
ぐ
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
建

物
。
次
に
、
学
習
活
動
を
機
能
的
に

行
な
う
た
め
の
、
質
の
高
い
建
物
。

最
後
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
建
物
の

３
つ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
今
か
ら
新
し
い

校
舎
の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
校
舎
は
、
地
域
の
持
つ

伝
統
・
風
土
を
生
か
し
、
子
ど
も
の

教
育
だ
け
で
な
く
生
涯
学
習
の
推
進

に
も
大
き
く
期
待
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

完成予想完成予想図図
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　平成19年１月１日以前から存している家屋（賃貸住宅は除く。）であって，平成19年４月１日から平成22年３月31日まで
の間に，一定の人が居住の用に供する家屋について①～⑧のいずれかのバリアフリー改修工事を行った場合，当該家屋に
係る翌年度分の固定資産税額（100㎡相当分までに限る。）を３分の１減額します。  

●主な要件
＜居住者の要件＞次のいずれかに該当する人が当該家屋に居住していること
イ　65歳以上の人        
ロ　要介護又は要支援の認定を受けている人      
ハ　障害者の人        

＜対象となるバリアフリー改修工事の概要＞
①　通路等の幅を拡張する工事　　　④　便所を改良する工事　　　　　⑦　出入口の戸を改良する工事
②　階段の勾配を緩和する工事　　　⑤　手すりを取り付ける工事　　　⑧　床面の滑り止め化等の工事
③　浴室を改良する工事　　　　　　⑥　床の段差を解消する工事

＜工事費の要件＞
　バリアフリー改修工事に要した費用が30万円以上であること（補助金等※をもって充てる部分を除く）
※　「補助金等」とは，①～⑧のいずれかのバリアフリー改修工事を含む住宅の増改築等工事の費用に充てるために，役場
等から交付される補助金その他これに準ずるもの，介護保険法第45条第１項に規定する居宅介護住宅改修費及び同法第
57条第１項に規定する介護予防住宅改修費及び障害者自立支援法第77条第１項第２号に規定する日常生活用具給付（居
宅生活動作補助用具）のことをいいます。    

＜手続き＞
　バリアフリー改修工事完了後３か月以内に，工事明細書・改修箇所の平面図・写真（改修前，改修後）・補助金や介護保
険給付の支給決定通知書等の関係書類を添付して申告してください。   

【お問い合わせ先】　大崎町役場　住民課　税務係　℡099－476－1111（内線115・116）

住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税額の減額措置につい住宅のバリアフリー改修に伴う固定資産税額の減額措置についてて

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
？

　
む
し
歯
の
最
大
の
原
因
は
砂
糖
（
シ
ョ

糖
）
で
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
確
か

に
、
糖
分
の
中
で
も
や
は
り
砂
糖
が
、
む

し
歯
を
発
生
さ
せ
や
す
い
の
は
明
ら
か
で

す
。
し
か
し
、
砂
糖
以
外
の
糖
分
で
も
む

し
歯
は
で
き
ま
す
。
最
近
出
回
っ
て
い
る

シ
ュ
ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
な
ど
（
砂
糖
を
含
ま

な
い
）、
菓
子
の
中
に
は
、
ぶ
ど
う
糖
が
使

わ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
食
べ
過
ぎ
る
と

む
し
歯
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　
お
や
つ
の
内
容
も
問
題
に
な
り
ま
す
。

現
代
っ
子
の
代
表
的
な
お
や
つ
は
、
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
と
清
涼
飲
料
水
が
多
い
よ
う

で
す
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
一
袋
（
約
１
０

０
ｇ
）
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
も
あ
り
ま

す
。
当
然
、
肥
満
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、

味
付
け
に
使
わ
れ
て
い
る
食
塩
や
化
学
調

味
料
の
摂
り
過
ぎ
も
心
配
で
す
。

　
し
か
も
、
砕
け
や
す
く

作
っ
て
あ
る
た
め
に
、
歯
に

く
っ
つ
き
や
す
く
、
歯
垢
を

作
る
原
因
に
な
る
の
で
す
。

次
に
お
や
つ
の
食
べ
方
で
す

が
、
お
や
つ
の
回
数
が
多
い

子
ほ
ど
む
し
歯
が
多
く
で
き

て
い
ま
す
。
ダ
ラ
ダ
ラ
食
い

は
歯
の
た
め
に
も
よ
く
な
い

の
で
す
。

　「
目
に
は
目
を
、
歯
に
は

歯
を
」
と
言
え
ば
、
古
代
バ

ビ
ロ
ニ
ア
量
刑
を
定
め
た
厳

し
い
掟
で
す
が
、
こ
の
言
葉

を
も
じ
っ
て
「
歯
に
は
葉
を
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
歯
を
丈
夫
に
保
つ
た
め

に
は
「
葉
」
つ
ま
り
野
菜
を
多
く
食
べ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
し

歯
の
多
い
子
に
野
菜
嫌
い
が
多
い
と
い
う

例
も
あ
り
ま
す
。

　
野
菜
が
、
む
し
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

理
由
の
一
つ
に
、
セ
ル
ロ
ー
ス
を
始
め
と

す
る
繊
維
を
か
む
時
に
、
歯
が
清
掃
さ
れ

る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
か

ん
で
い
る
と
唾
液
の
分
泌
が
よ
く
な
り
ま

す
。
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
唾
液
は
、
む
し
歯

菌
が
生
産
し
た
酸
を
弱
め
る
働
き
を
す
る

の
で
す
。
セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
野

菜
の
筋
に
あ
た
る
も
の
で
、
水
に
溶
け
ま

せ
ん
。
流
行
の
「
飲
む
繊
維
」
の
よ
う
な
、

水
に
溶
け
る
繊
維
だ
け
で
健
康
に
対
し
て

事
足
り
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜

に
含
ま
れ
る
「
水
に
溶
け
な
い
固
い
繊
維
」

を
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
食

生
活
の
中
で
不
可
欠
な
の
で
す
。

　
次
に
歯
み
が
き
に
つ
い
て
で
す
が
、
歯

み
が
き
剤
は
つ
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
つ
け
す
ぎ
る
と
、
歯
み
が
き
剤

で
さ
わ
や
か
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
、

磨
け
た
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
磨
い
た
」こ
と
と「
磨
け
て
い
る
こ
と
」は

違
い
ま
す
。
磨
く
順
番
を
決
め
て
、
ゆ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
磨
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

歯
並
び
も
考
え
な
が
ら
、

歯
ブ
ラ
シ
の
当
て
方
も
、

ぜ
ひ
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯

を
保
ち
た
い
も
の
で
す
ね
。
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六
地
蔵

　
小
学
校
一
年
生
の
頃
、
教
室
の
片
隅
に

本
棚
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
の
一
冊
に
地
獄

絵
が
載
っ
て
い
る
本
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
、

一
年
生
の
教
室
に
そ
の
よ
う
な
本
が
あ
っ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
本
を
見

て
、
初
め
て
「
地
獄
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
大
抵
の
人
が
知
っ
て
い
る
と
お
り
、
地

獄
で
は
う
そ
つ
き
は
舌
を
抜
か
れ
、
ま
た
、

生
前
の
悪
行
に
よ
っ
て
、
焼
か
れ
た
り
、

針
の
山
を
歩
か
さ
れ
た
り
な
ど
な
ど
、
悲

惨
な
罰
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
だ
。　

　
死
後
、
三
途
の
川
を
渡
れ
ば
、
そ
こ
に

 閻
  魔
 大
王
が
い
て
、
そ
の
人
の
生
前
の
行

え
ん
 ま

い
か
ら
、
地
獄
行
き
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
獄
行
き
の
判
決
を
下
す

閻
魔
大
王
は

恐
ろ
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
強

い
。

　
と
こ
ろ
が
、

日
本
で
は
浄

土
信
仰
が
貴

族
の
間
で
普

及
し
た
平
安

時
代
以
降
、

閻
魔
大
王
は

本
来
「
 地
  蔵
 

じ
 ぞ
う

 菩
  薩
 」
で
あ

ぼ
 さ
つ

る
と
い
う
信

仰
が
広
ま
っ
た
。
極
楽
浄
土
に
行
け
な
い

者
は
、
必
ず
地
獄
に
 堕
 ち
る
と
い
う
信
仰

お

が
広
が
る
と
と
も
に
、
地
蔵
に
、
地
獄
の

責
め
苦
か
ら
救
済
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た

か
ら
だ
。

　
地
蔵
菩
薩
は
、 釈
  迦
 が
入
滅
し
て
か
ら
、

し
ゃ
 か

　
億
７
千
万
年
後
に
 弥
  勒
  菩
  薩
 が
出
現
す

み
 ろ
く
 ぼ
 さ
つ

５６る
ま
で
の
間
、
現
世
に
仏
が
不
在
に
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、 輪
  廻
  転
  生
 （
死
ん
だ
魂

り
ん
 ね
 て
ん
 せ
い

が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
）
の
苦
悩
か
ら
 衆
 
し
ゅ

 生
 （
生
き
と
し
生
け
る
も
の
）
を
救
う
た

じ
ょ
うめ

現
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
輪
廻
転
生
の
苦
悩
と
は
何

か
？
　

　
前
世
で
の
行
い
に
よ
っ
て
、
６
種
類
の

世
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
を

「
 六
  道
  輪
  廻
 」
と
言
う
。

ろ
く
 ど
う
 り
ん
 ね

・「
地
獄
道
」
…
前
世
で
最
も
罪
の
重
か
っ

た
者
が
転
生
す
る
世
界
。

・「
 餓
  鬼
  道
 」
…
前
世
で
物
欲
・
食
欲
が

が
 
き
 ど
う

強
い
ゆ
え
、
満
た
さ
れ
な
い
と
人
を
恨
ん

だ
り
、 妬
 ん
だ
り
し
た
も
の
が
行
く
世
界
。

ね
た

満
た
さ
れ
ず
飢
え
に
苦
し
む
世
界
。

・「
 畜
  生
  道
 」
…
人
間
以
外
の
動
物
に
転

ち
く
 し
ょ
う
 ど
う

生
す
る
世
界
。
弱
肉
強
食
の
厳
し
い
世
界

に
身
を
置
き
、
あ
る
い
は
人
間
に
使
役
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

・「
 修
  羅
  道
 」
…
生
前
、
争
い
を
好
み
、
人

し
ゅ
 ら
 ど
う

を
陥
れ
、
慈
悲
の
心
を
失
っ
た
者
が
転
生

す
る
世
界
。
永
遠
に
 阿
  修
  羅
 の
下
で
戦
い

あ
 し
ゅ
 ら

続
け
る
こ
と
に
な
る
。

・「
人
道
」
…
い
わ
ゆ
る
私
た
ち
の
世
界
。

苦
悩
も
あ
る
が
、
喜
び
も
得
ら
れ
る
う
え
、

仏
の
教
え
を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま

り
、
六
道
輪
廻
の
世
界
か
ら
脱
却
で
き
る

可
能
性
も
あ
る
。

・「
天
道
」
…
前
世
で
善
行
を
積
ん
だ
者

が
住
む
世
界
。
人
間
よ
り
も
寿
命
が
長
く
、

苦
し
み
も
少
な
い
。

　
以
上
が
、
輪
廻
転
生
し
た
時
の
６
つ
の

世
界
、「
六
道
」
で
あ
る
。

　
地
蔵
菩
薩
は
こ
の
６
つ
の
世
界

に
生
き
る
衆
生
を
救
う
た
め
、
６

体
に
分
身
し
、「
六
地
蔵
」
が
現
れ

た
の
で
あ
る
。

　
町
内
で
は
、
馬
場
集
落
内
の
墓

地
に
あ
る
「
山
下
家
の
六
地
蔵
」

と
、
中
央
公
民
館
裏
山
の
墓
地
に

あ
る
「
多
聞
院
跡
の
六
面
地
蔵
」

が
、
現
在
、
町
指
定
を
受
け
て
い

る
。

　「
山
下
家
の
六
地
蔵
」は
江
戸
時
代
中
頃

の
宝
暦
６
年
（
１
７
５
６
年
）
の
も
の
で
、

産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
、　
歳
で
他
界
し

２２

た
山
下
家
の
息
女
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
墓
地
や
寺
の
境
内
に
死

者
の
追
善
供
養
の
た
め
に
地
蔵
菩
薩
は
建

て
ら
れ
、
や
が
て
疫
病
・
災
害
の
防
止
を

願
っ
て
、
村
の
入
り
口
の
道
路
脇
に
建
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
代
に
な
っ
て
、

事
故
の
起
き
た
場
所
の
死
者
の
供
養
や
、

交
通
安
全
を
願
っ
て
建
て
ら
れ
た
地
蔵
菩

薩
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
我
々
に
と
っ
て
、
慈
悲
深
く
、
最
も
身

近
に
あ
っ
て
、
親
し
み
の
あ
る
「
地
蔵
菩

薩
」
で
あ
る
が
、
あ
の
「
閻
魔
大
王
」
と

同
じ
と
は
、
や
は
り
イ
メ
ー
ジ
し
難
い
。

　
し
か
し
、
地
蔵
菩
薩
で
あ
れ
、
閻
魔
大

王
で
あ
れ
、
我
々
の
善
行
も
悪
行
も
、
す

べ
て
見
抜
い
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
な

い
の
だ
。

【
大
崎
町
埋
蔵
文
化
財
専
門
員
　
内
村
憲
和
】

歴史を歩く　⑥
町文化財紹介コーナー

「六　地　蔵」
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▲ 始球式の様子

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
大
崎
町
長
杯

11

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
５
月
　
日
日
、
大
隅

20

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
町

民
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
毎
年

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
の
各

団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
大

崎
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
に

よ
り
運
営
さ
れ
、
町
内
居
住
者
、
町
内

事
業
所
勤
務
者
及
び
町
内
出
身
者
を
対

象
に
出
場
者
を
募
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
１
３
９
人

（
男
性
１
３
５
人
・
女
性
４
人
）の
方
々

が
、
楽
し
く
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
に
は
近
畿
大
崎
会
や
ブ

ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
も
参
加

を
い
た
だ
き
、
ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ

イ
ン
か
ら
は
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
１
等
寝

台
ペ
ア
券
な
ど
の
賞
品
を
、
ま
た
、
大

隅
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
も
賞
品
を

い
た
だ
き
、
晴
天
の
中
、
盛
会
の
う
ち

に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
ご
出
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

▲優勝した横山桂一さん（左） ▲閉会式の様子

賞

優
　

勝

準

優

勝

３
　

位

４
　

位

５
　

位

６
　

位

７
　

位

８
　

位

９
　

位

　

位

１０グ
ロ
ス
１
位

グ
ロ
ス
２
位

グ
ロ
ス
２
位

レ
デ
ィ
ー
ス
賞

シ
ニ
ア
賞

Ｏ
Ｕ
Ｔ

ド
ラ
コ
ン

ニ
ア
ピ
ン

ニ
ア
ピ
ン

Ｉ
Ｎ

ド
ラ
コ
ン

ニ
ア
ピ
ン

ニ
ア
ピ
ン

氏
　
　
名

横
山
　
桂
一

美
座
　
勇
作

廣
川
　
　
徹

加
治
屋
博
幸

春
日
　
英
昭

嶽
野
　
清
人

千
歳
　
史
郎

大
坪
　
和
久

徳
留
　
重
信

富
永
　
信
一

横
山
　
桂
一

長
重
　
充
輝

加
治
屋
博
幸

相
星
　
良
子

廣
川
　
　
徹

横
山
　
桂
一

相
星
　
良
子

相
星
　
良
子

大
坪
　
和
久

岩
元
　
貴
幸

下
井
倉
政
春

グ
ロ
ス

7596878091103948798867580809887３
番
ホ
ー
ル

４
番
ホ
ー
ル

７
番
ホ
ー
ル

　
番
ホ
ー
ル

１４　
番
ホ
ー
ル

１３　
番
ホ
ー
ル

１５

ネ
ッ
ト

70.270.871.471.671.871.872.472.672.872.870.27471.675.271.4
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【問い合わせ先】　大崎町役場　水道課　下水道係　℡099－476－1111（内線245）
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『新規就農者に就農奨励金を交付』
　５月７日月，大崎町役場応接室で新規就農者を対象
とした『就農奨励金並びに認定証交付式』が行なわれ
ました。
　大崎町では，町内の農業を担う有能な人材を育成・
確保するために，新規就農者などの就農促進や定着化，
高度な経営能力と農業技術の習得を目的とした『大崎
町新規就農者支援事業』を行なっています。
　詳しくは，大崎町役場農林振興課へお問い合わせく
ださい。
　　　℡０９９－４７６－１１１１（内線１５２）

『キッズセミナー～母の日のプレゼント～』
　５月１２日土，中央公民館で教育委員会が年間を通し
て実施している，キッズセミナーが開催されました。
　今回は，町内の小学生２３人，保護者３人の計２６人が
参加し，母の日のプレゼントづくりとして，押し花
アートクラフトに挑戦しました。講師は，生涯学習講
座でも活躍中の，服部カヨ子先生が指導にあたりまし
た。
　参加者は，慣れないピンセットを使いながら，思い
思いのアートクラフトを完成させていました。

『益丸海岸でごみの調査を実施』
　毎年，春と秋の年２回実施されているクリーン
アップキャンペーンが，５月１３日日，益丸海岸で実施
されました。
　これは，単にごみを拾うだけでなく，散乱するご
みの量や種類などの調査を行い，発生原因を客観的
に考えて，ごみを元から絶とうというものです。
　調査は３人１組で，チェック表に記入する人，ご
みを集める人に分かれて行ないました。

　今回は，約５０人の参加があり，集まったごみは軽トラッ
ク１台分にも達しました。特に目立ったごみは，ペットボ
トルやジュース缶，プラスチックの破片，タバコのフィル
ターなどでした。
　皆さんの心がけひとつで，自然は守られていきます。い
つまでも美しい，大崎町の海岸を守っていきましょう。
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『ホールインワンを狙って！』 
～レディースグラウンドゴルフ大会～

　澄み渡る青空の下，５月１９日土，町地域女性連絡協議
会が主催する，レディースグラウンドゴルフ大会が，
ふれあいの里公園多目的広場で盛大に開催されました。
参加したのは，３２チーム１６０名で，日ごろの練習の成果
を十分に発揮し，全部で４５本のホールインワンがでる，
レベルの高い試合になりました。また，「ちょっ，しも
た」という場面もあり，みなさん和やかに楽しんでい
ました。優勝は大崎ワンクラブでした。

『ボランティアで菱田川河川敷を伐採』
　５月１９日土，町内の建設業３６社が，菱田川河川敷の
伐採ボランティアを行ないました。
　この活動は，地元社会への貢献や建設業のイメージ
アップなどを目的に，毎年行なっているもので，この
日は，大崎町建設業同士会，大崎土木会の会員らが参
加し，各社が持ち寄った重機や刈り払い機などで作業
を行ないました。
　刈り取られた雑草は，４トンダンプでなんと約２０台
分。作業終了後は見違えるようにきれいになりました。
みなさん，お疲れ様でした。

『九州ビーチバレーリーグを大崎町で開催』
　今年で３年目を迎えた九州ビーチバレーリーグの
開幕戦が５月４日祝，大崎町のビーチスポーツ専用
競技場（大丸グラウンド前）で行なわれ，県内外か
ら３２チーム１４４名の選手が集まり，熱い試合を展開
しました。
　当日は，あいにくの雨でしたが，そんなことも気
にせずに，レシーブ・トス・アタック！と，さすが九州
大会と思わせるような試合を繰り広げていました。
優勝賞品には，マンゴーをはじめとする大崎町の特
産物が贈られ，選手達もおおいに喜んでいました。

　また，この大会の上位８チームには，７月に鹿児島市
で行なわれる「KYUSHU-SUN-CUP07／かごしま」
の出場権が与えられました。成績は次のとおりです。
●成　績
★優　　勝：りんりんりん（福岡市）
★準　優　勝：いずみ整骨院（鹿児島市）
★３　　位：ATTACK（福岡市）
★３　　位：なんくるないさ～（福岡市）
★ベスト８：MSTT（南さつま市）
　　　　　：AFMマッキー（福岡市）
　　　　　：WISH А（鹿児島市）
　　　　　：TANI（大崎町）
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梅
雨
期
に
入
り
、
集
中
豪
雨
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
が
心
配
さ
れ
る
こ

の
時
期
に
、
土
砂
災
害
防
止
に
対
す

る
町
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
防

災
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

警
戒
避
難
体
制
の
整
備
等
を
促
進
し
、

被
害
の
防
止
や
軽
減
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
崎
町
役
場
　
建
設
課

　
℡
０
９
９－

４
７
６－

０
５
４
８

（
内
線
２
４
４
）

　
人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
試
験
と
し
て
、「
平
成
　
年
度

１９

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
」
を
実

施
し
ま
す
。

【
試
験
資
格
】

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～

６１

　
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
申
込
受
付
期
間
】

　
６
月
　
日
火
～
７
月
３
日
火

２６

【
第
１
次
試
験
日
】

　
９
月
９
日
日

【
試
験
場
所
】

　
国
立
大
学
法
人
　
鹿
児
島
大
学

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
〒
８
１
２－

０
０
１
３

　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２－

　１１

－

１
　
℡
0
9
2－

4
3
1－

7
7
3
3

　http://w
w
w
.jinji.go.jp/

　
鹿
児
島
県
若
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鹿
屋
サ
テ
ラ
イ
ト
が
６
月
１

日
、
鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
２

階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
大
隅
地
域
の
若
年
者

雇
用
対
策
の
新
た
な
拠
点
施
設
と
し

て
、
就
業
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

求
職
活
動
支
援
講
座
、
職
場
見
学
、

就
職
面
接
会
等
の
就
職
に
関
す
る
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。

【
開
　館
　日
】

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
休
み
）

【
利
用
時
間
】

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分
ま
で

３０

１７

００

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鹿
児
島
県
若
者
就
職
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
鹿
屋
サ
テ
ラ
イ
ト

　
℡
０
９
９
４－

　－

０
０
６
１

３６

◆
職
種
及
び
人
員
◆

　
消
防
士
　
若
干
名

◆
受
験
資
格
◆

①
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

５７

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校

　
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

③
採
用
後
、
管
内
に
居
住
で
き
る
人

◆
日
　
時
◆

　
平
成
　
年
９
月
　
日
日

１９

１６

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

◆
場
　
所
◆

　
曽
於
市
大
隅
支
所
別
館

　
　
　
　
　
　
　
（
筆
記
試
験
）

　
大
隅
弥
五
郎
伝
説
の
里

　
　
　
　
　
　
　
（
体
力
測
定
）

◆
試
験
方
法
◆

①
１
次
試
験

　
・
教
養
試
験
・
作
文

　
・
適
性
検
査
・
体
力
測
定

②
２
次
試
験

　
・
面
接
試
験

◆
受
験
手
続
◆

①
受
験
申
込
書
の
請
求

　
・
消
防
本
部

　
・
各
消
防
署
及
び
各
分
署

　
・
曽
於
市
役
所

　
・
志
布
志
市
役
所

　
・
鹿
屋
市
役
所

　
・
鹿
屋
市
輝
北
総
合
支
所

　
・
大
崎
町
役
場

②
応
募
方
法

　
・
消
防
吏
員
採
用
試
験
申
込
書

　
・
住
民
票
　
１
通

　
・
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

　
　
又
は
卒
業
見
込
証
明
書

　
・
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
枚

　
・
一
般
身
体
検
査
書
　
１
通

◆
受
付
期
間
◆

　
平
成
　
年
７
月
９
日
月

１９

　
～
平
成
　
年
８
月
　
日
木

１９

１６

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

　
〒
８
９
９－

８
１
０
３

　
曽
於
市
大
隅
町
中
之
内

　
　
　
　
　
　
　
８
９
７
３－

１

　
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

　
℡
０
９
９－

４
８
２－

０
５
６
９

◆
試
験
実
施
日
◆

　
平
成
　
年
８
月
７
日
火

１９

　
午
前
　
時
　
分
～
正
午
ま
で

１０

００

◆
試
験
の
場
所
◆

　
鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館

◆
試
験
の
区
分
◆

　
・
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

　
・
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者

試
験

　
・
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

験

◆
試
験
手
数
料
◆

　
１
０
、
５
０
０
円

◆
受
験
願
書
用
紙
の
交
付
場
所
◆

　
志
布
志
保
健
所

　
平
成
　
年
６
月
　
日
月

１９

１８

　
～
平
成
　
年
６
月
　
日
金
ま
で

１９

２９

　
　
　
　
　
（
県
の
休
日
を
除
く
）

◆
合
格
発
表
◆

　
平
成
　
年
８
月
　
日
金

１９

２４

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

　
鹿
児
島
県
庁
　
薬
務
課

　
℡
０
９
９－

２
８
６－

２
８
０
６

　
志
布
志
保
健
所

　
℡
０
９
９－

４
７
２－

１
０
２
１

訂
正
と
お
詫
び

　
先
月
号
の
　
ペ
ー
ジ
、「
ま
ち
の

１１

話
題
」
欄
の
『
冨
永
妙
子
さ
ん
が
大

崎
町
に
寄
付
』　
と
あ
り
ま
し
た
が
、

『
冨
永
好
子
さ
ん
が
大
崎
町
に
寄
付
』

の
誤
り
で
し
た
。
ま
た
、
本
文
の
名

前
も
誤
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
併
せ

て
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

情
報
告
知
板

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
の

実
施
に
つ
い
て

土
砂
災
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
　

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

鹿
児
島
県
若
者
就
職

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン

平
成
　
年
度
大
隅
曽
於
地
区

１９

　
消
防
組
合
消
防
吏
員

　
　
　
　
採
用
試
験
の
案
内

平
成
　
年
度
毒
物
劇
物
取
扱

１９

者
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
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お知らせ

　今年もウミガメの産卵時期がやってきました。
　ウミガメはたいへん臆病な動物で，タバコの火ほどの
明かりや，人の話し声がするだけで，上陸をやめてしま
います。また，たとえ上陸しても，車のタイヤ跡などが
原因で産卵に適した場所への到達が困難な場合には，産
卵せずに帰ってしまうことがあります。
　絶滅の危機に瀕しているウミガメの保護と，豊かな自
然を守るために，海岸では次の行為はしないようにしま
しょう。
●砂浜への車の乗り入れ　●海岸へのごみの投げ捨て
●海岸での花火・焚き火　●無許可での砂や植物の採取

▲菱田分館子ども会によるウミガメの放流

　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10987654321

7
　
　
　
　
月

火月日土金木水火月日土金木水火月日土金木水火月日土金木水火月日

荒
尾

水
沢

佐
賀

佐
賀

荒
尾

荒
尾

盛
岡

佐
賀

佐
賀

荒
尾

笠
松

佐
賀

佐
賀

荒
尾

荒
尾

荒
尾

盛
岡

佐
賀

佐
賀

荒
尾

荒
尾

盛
岡

佐
賀

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
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広　告

　
近
年
、
世
界
規

模
で
心
配
さ
れ
て

い
る
の
が
『
地
球

温
暖
化
』
の
問
題

で
す
。
皆
様
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
地
球
温

暖
化
は
、
地
球
の

表
面
気
温
が
上
昇

し
気
候
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の

地
球
温
暖
化
の
主

な
原
因
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
大
部

分
を
占
め
て
い
る

Ｃ
Ｏ
2
（
二
酸
化

炭
素
ガ
ス
）
の
増

加
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
地
球
温
暖
化
に
関
し
て

「
台
風
が
大
型
化
し
て
き
た
」
と
か
、

「
集
中
豪
雨
が
多
く
な
っ
た
」
と
か
、

「
島
が
沈
ん
で
し
ま
う
ら
し
い
」
と

か
、「
南
海
の
魚
が
三
陸
沖
で
獲
れ

た
」
と
か
、
皆
様
も
様
々
な
話
を
聞

く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
自
分
が
生
き
て
い
る
う
ち
は
大

丈
夫
！
」
果
た
し
て
、
そ
れ
で
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
祖
先
か
ら
美
し
い
地

球
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
、
そ
の
ま
ま
子
孫
に
引
き
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
一
つ
の
提
案
で
す
が
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
（
C
O
2
）
を
減
ら
す
た

め
に
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
、
大

隅
半
島
の
よ
う
に
公
共
交
通
機
関
が

路
線
バ
ス
し
か
な
く
、
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
域
で
は
、
マ
イ
カ
ー
の
方

が
、
ず
う
～
っ
と
便
利
だ
と
い
う
こ

と
は
、
誰
も
否
定
は
し
な
い
で
し
ょ

う
。
が
、
な
る
べ
く
路
線
バ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
Ｃ
Ｏ
2

を
減
ら
せ
た
ら
・
・
・
。

　
今
、
大
崎
町
を
含
む
県
内
の
多
く

の
市
町
で
、
昨
年
の
路
線
バ
ス
廃
止

問
題
を
受
け
て
、
そ
の
存
続
の
た
め

に
、
バ
ス
会
社
に
補
助
金
を
支
払
っ

て
、
路
線
バ
ス
の
赤
字
を
埋
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
金
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
も
、
路
線

バ
ス
の
利
用
は
意
味
が
あ
り
ま
す
の

で
、い
わ
ば
一
石
二
鳥
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
話
が
少
し
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
路
線
バ
ス
の
利
用
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
、
ほ
ん
の
一
例
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
皆
様
が
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
何
か
一
つ
で
も
実
践
さ

れ
て
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
地
球
温
暖

化
に
『
待
っ
た
』
を
か
け
ら
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
崎
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
取
り
組
み
と
し
て
『
チ
ー
ム
マ
イ

ナ
ス
６
％
』
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
、
町
内
の
世
帯
を
対

象
に
、
毎
月
３
千
円
分
の
商
品
券
が

も
ら
え
る
『
省
エ
ネ
家
族
・
応
援
プ

ラ
ン
（
詳
し
く
は
、
広
報
お
お
さ
き

４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）』
を
実

施
中
で
す
。
７
月
　
日
（
金
曜
日
）

13

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
大

崎
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（
℡

4
7
6－

1
1
1
1
内
線
2
2
2
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

他人ごとではない地球温暖化
自分ができることを実践しましょう

～例えばマイカーから路線バス利用へ～
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